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別
表
の
二
の
b

の
\
中
「
`

の
F̃
」を
「
`

の
H̃
」に
改
め
る
。

別
表
の
二
の
d

の
^
の
３
中
「
倒
置
し
て
三
五
度
か
ら
三
七
度
ま
で
」
の
下
に「（
製
造
時
の
発
酵
温
度
が
二
五
度
前

後
の
製
品
に
あ
つ
て
は
二
四
度
か
ら
二
六
度
ま
で
）」を
加
え
る
。

別
表
の
四
の
_

の
\
の
１
の
ｂ
の
Ａ
の
イ
中
「
濃
く
て
は
な
ら
な
い
。」の
下
に
「
こ
れ
に
適
合
す
る
と
き
、
試
験
溶

液
中
の
重
金
属
の
量
は
鉛
と
し
て
一
Æ
／
Y
以
下
と
な
る
。」を
加
え
、
同
Ａ
の
ロ
中
「
一
五
ppm
」
を
「
一
五
Æ
／
Y
」

に
、「蒸

発
残
留
物
（

p
p
m
）」

を
「蒸

発
残
留
物
（
Æ
／
Y
）」

に
改
め
、
同
Ａ
の
ハ
中
「
五
ppm
」
を「
五
Æ
／
Y
」に
、「過

マ
ン
ガ
ン
酸
カ
リ
ウ
ム
消
費
量
（

p
p
m
）」

を
「過

マ
ン
ガ
ン
酸
カ
リ
ウ
ム
消
費
量
（
Æ
／
Y
）」

に
、「
〇
・
三
三
O
」
を

「
〇
・
三
一
O
」
に
改
め
、
同
ｂ
の
Ｄ
の
ハ
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

ハ

ヒ
素

試
料
一
O
を
分
解
フ
ラ
ス
コ
に
採
り
、
硝
酸
二
〇
Y
を
加
え
て
内
容
物
が
流
動
状
に
な
る
ま
で
弱

く
加
熱
す
る
。
冷
後
硫
酸
五
Y
を
加
え
て
白
煙
が
発
生
す
る
ま
で
加
熱
し
、
液
が
な
お
褐
色
を
呈
す

る
と
き
は
冷
後
硝
酸
五
Y
を
追
加
し
て
加
熱
す
る
。
こ
の
操
作
を
液
が
無
色
又
は
淡
黄
色
と
な
る
ま

で
繰
り
返
す
。
冷
後
飽
和
シ
ユ
ウ
酸
ア
ン
モ
ニ
ウ
ム
溶
液
一
五
Y
を
加
え
、
再
び
白
煙
が
発
生
す
る

ま
で
加
熱
し
、
冷
後
水
を
加
え
て
二
〇
Y
と
し
、
こ
れ
を
試
験
溶
液
と
す
る
。

試
験
溶
液
一
〇
Y
を
用
い
て
、
食
品
、
添
加
物
等
の
規
格
基
準
に
定
め
る
容
器
包
装
の
ヒ
素
試
験

法
に
よ
り
試
験
を
行
う
と
き
、
こ
れ
に
適
合
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
標
準
色
の
調
製
に

用
い
る
浸
出
用
液
は
水
と
す
る
。
こ
れ
に
適
合
す
る
と
き
、
試
験
溶
液
中
の
ヒ
素
の
量
は
三
酸
化
二

ヒ
素
と
し
て
〇
・
一
Æ
／
Y
以
下
と
な
り
、
試
料
当
た
り
に
換
算
す
る
と
二
Æ
／
O
以
下
と
な
る
。

ヒ
素
標
準
原
液

三
酸
化
二
ヒ
素
を
微
細
な
粉
末
と
し
、一
〇
五
度
で
四
時
間
乾
燥
し
、そ
の
〇
・

一
〇
O
を
量
り
、
水
酸
化
ナ
ト
リ
ウ
ム
溶
液
（
一
↓
五
）
五
Y
を
加
え
て
溶
か
す
。
こ
の
液
を

硫
酸
（
一
↓
二
〇
）
で
中
和
し
、
更
に
硫
酸
（
一
↓
二
〇
）
一
〇
Y
を
追
加
し
、
新
た
に
煮
沸

し
冷
却
し
た
水
を
加
え
て
一
、
〇
〇
〇
Y
と
す
る
。
本
液
一
Y
は
三
酸
化
二
ヒ
素
〇
・
一
„

を

含
む
。

ヒ
素
標
準
溶
液

ヒ
素
標
準
原
液
五
Y
を
採
り
、
硫
酸
（
一
↓
二
〇
）
一
〇
Y
を
加
え
、
新
た
に

煮
沸
し
冷
却
し
た
水
を
加
え
て
一
、
〇
〇
〇
Y
と
す
る
。
本
液
一
Y
は
、
三
酸
化
二
ヒ
素
〇
・

五
Æ
を
含
む
。
用
時
調
製
し
、
共
栓
瓶
に
保
存
す
る
。

別
表
の
四
の
_

の
\
の
１
の
ｂ
の
Ｄ
の
ニ
中
「
濃
く
て
は
な
ら
な
い
。」の
下
に
「
こ
れ
に
適
合
す
る
と
き
、
試
験
溶

液
中
の
重
金
属
の
量
は
鉛
と
し
て
〇
・
八
Æ
／
Y
以
下
と
な
り
、
試
料
当
た
り
に
換
算
す
る
と
二
〇
Æ
／
O
以
下
と
な

る
。」を
加
え
、
同
\
の
２
の
ｂ
の
Ｅ
の
イ
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

イ

揮
発
性
物
質

試
料
約
〇
・
五
O
を
精
密
に
量
り
、
二
〇
Y
の
メ
ス
フ
ラ
ス
コ
に
採
り
、
テ
ト
ラ
ヒ
ド
ロ
フ
ラ
ン

を
約
一
五
Y
加
え
る
。
試
料
が
溶
け
た
後
、
ジ
エ
チ
ル
ベ
ン
ゼ
ン
試
液
一
Y
を
加
え
、
次
に
テ
ト
ラ

ヒ
ド
ロ
フ
ラ
ン
を
加
え
二
〇
Y
と
す
る
。
こ
れ
を
試
験
溶
液
と
し
て
以
下
の
試
験
を
行
う
。

Ë

検
量
線
の
作
成

一
〇
〇
Y
の
メ
ス
フ
ラ
ス
コ
に
テ
ト
ラ
ヒ
ド
ロ
フ
ラ
ン
約
九
〇
Y
を
入
れ
、
ス
チ
レ
ン
、
ト
ル

エ
ン
、
エ
チ
ル
ベ
ン
ゼ
ン
、
イ
ソ
プ
ロ
ピ
ル
ベ
ン
ゼ
ン
及
び
プ
ロ
ピ
ル
ベ
ン
ゼ
ン
そ
れ
ぞ
れ
約
五

〇
„

を
精
密
に
量
つ
て
加
え
、
テ
ト
ラ
ヒ
ド
ロ
フ
ラ
ン
を
更
に
加
え
て
一
〇
〇
Y
と
す
る
。
こ
の

溶
液
一
Y
、
二
Y
、
三
Y
、
四
Y
及
び
五
Y
を
採
り
、
そ
れ
ぞ
れ
五
〇
Y
の
メ
ス
フ
ラ
ス
コ
に
入

れ
、ジ
エ
チ
ル
ベ
ン
ゼ
ン
試
液
一
Y
を
加
え
た
後
テ
ト
ラ
ヒ
ド
ロ
フ
ラ
ン
を
加
え
て
五
〇
Y
と
し
、

こ
れ
ら
を
標
準
溶
液
と
す
る
。
標
準
溶
液
を
そ
れ
ぞ
れ
一
cl
ず
つ
用
い
て
、
次
の
操
作
条
件
で
ガ

ス
ク
ロ
マ
ト
グ
ラ
フ
イ
ー
を
行
い
、
得
ら
れ
た
ガ
ス
ク
ロ
マ
ト
グ
ラ
ム
か
ら
ス
チ
レ
ン
、
ト
ル
エ

ン
、
エ
チ
ル
ベ
ン
ゼ
ン
、
イ
ソ
プ
ロ
ピ
ル
ベ
ン
ゼ
ン
及
び
プ
ロ
ピ
ル
ベ
ン
ゼ
ン
の
各
ピ
ー
ク
面
積

と
ジ
エ
チ
ル
ベ
ン
ゼ
ン
の
ピ
ー
ク
面
積
と
の
比
を
求
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
検
量
線
を
作
成
す
る
。

操
作
条
件

カ
ラ
ム

内
径
〇
・
二
五
¤

、
長
さ
三
〇
N
の
ケ
イ
酸
ガ
ラ
ス
製
細
管
に
、
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
グ

リ
コ
ー
ル
を
〇
・
五
cm
の
厚
さ
で
コ
ー
テ
イ
ン
グ
し
た
も
の
を
用
い
る
。

カ
ラ
ム
温
度

六
〇
度
か
ら
毎
分
四
度
で
昇
温
し
て
一
〇
〇
度
と
し
、
更
に
毎
分
一
〇
度
で
昇

温
し
て
一
五
〇
度
と
す
る
。

試
験
溶
液
注
入
口
温
度

二
二
〇
度

検
出
器

水
素
炎
イ
オ
ン
化
検
出
器
を
用
い
る
。
二
二
〇
度
付
近
で
操
作
す
る
。
水
素
及
び
空

気
量
は
検
出
感
度
が
最
高
と
な
る
よ
う
に
調
節
す
る
。

キ
ヤ
リ
ヤ
ー
ガ
ス

窒
素
又
は
ヘ
リ
ウ
ム
を
用
い
る
。
ジ
エ
チ
ル
ベ
ン
ゼ
ン
が
約
一
一
分
で
流

出
す
る
流
速
に
調
節
す
る
。

ô

試
験

試
験
溶
液
一
cl
を
用
い
て
Ë
の
場
合
と
同
様
の
操
作
条
件
に
よ
り
ガ
ス
ク
ロ
マ
ト
グ
ラ
フ
イ
ー

を
行
い
、
得
ら
れ
た
ガ
ス
ク
ロ
マ
ト
グ
ラ
ム
か
ら
各
ピ
ー
ク
面
積
と
ジ
エ
チ
ル
ベ
ン
ゼ
ン
の
ピ
ー

ク
面
積
と
の
比
を
求
め
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
検
量
線
を
用
い
て
ス
チ
レ
ン
、
ト
ル
エ
ン
、
エ
チ
ル
ベ

ン
ゼ
ン
、
イ
ソ
プ
ロ
ピ
ル
ベ
ン
ゼ
ン
及
び
プ
ロ
ピ
ル
ベ
ン
ゼ
ン
の
各
濃
度
を
求
め
、
次
式
に
よ
り

各
成
分
の
含
量
を
求
め
る
と
き
、
ス
チ
レ
ン
、
ト
ル
エ
ン
、
エ
チ
ル
ベ
ン
ゼ
ン
、
イ
ソ
プ
ロ
ピ
ル

ベ
ン
ゼ
ン
及
び
プ
ロ
ピ
ル
ベ
ン
ゼ
ン
の
量
の
合
計
は
、
一
・
五
„

／
O
以
下
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

含
量
（
Æ
／
O
）
＝
試
験
溶
液
の
濃
度
（
Æ
／
Y
）
×
2
0（

Y
）

試
料
の
重
量
（
O
）

ま
た
、
テ
ト
ラ
ヒ
ド
ロ
フ
ラ
ン
添
加
後
一
晩
放
置
し
て
も
試
料
の
大
部
分
が
溶
解
し
な
い
場
合
に

あ
つ
て
は
、
細
切
し
た
試
料
〇
・
一
O
を
精
密
に
量
り
、
二
〇
Y
の
セ
プ
タ
ム
キ
ヤ
ツ
プ
付
き
の
ガ

ラ
ス
瓶
に
入
れ
、
ジ
ク
ロ
ロ
ベ
ン
ゼ
ン
試
液
二
・
〇
Y
を
加
え
、
直
ち
に
密
封
し
た
も
の
を
試
験
溶

液
と
し
、
以
下
の
試
験
を
行
う
。

ã

検
量
線
の
作
成

一
〇
〇
Y
の
メ
ス
フ
ラ
ス
コ
に
ジ
ク
ロ
ロ
ベ
ン
ゼ
ン
試
液
約
八
〇
Y
を
入
れ
、
ス
チ
レ
ン
、
ト

ル
エ
ン
、
エ
チ
ル
ベ
ン
ゼ
ン
、
イ
ソ
プ
ロ
ピ
ル
ベ
ン
ゼ
ン
及
び
プ
ロ
ピ
ル
ベ
ン
ゼ
ン
そ
れ
ぞ
れ
約

一
〇
〇
„

を
精
密
に
量
つ
て
加
え
、ジ
ク
ロ
ロ
ベ
ン
ゼ
ン
試
液
を
更
に
加
え
て
一
〇
〇
Y
と
す
る
。

こ
の
溶
液
一
Y
、
二
Y
、
三
Y
、
四
Y
及
び
五
Y
を
採
り
、
ジ
ク
ロ
ロ
ベ
ン
ゼ
ン
試
液
を
加
え
て

五
〇
Y
と
す
る
。
こ
の
溶
液
二
・
〇
Y
を
そ
れ
ぞ
れ
二
〇
Y
の
セ
プ
タ
ム
キ
ヤ
ツ
プ
付
き
の
ガ
ラ

ス
瓶
に
入
れ
、
直
ち
に
密
封
し
た
も
の
を
標
準
溶
液
と
す
る
。
次
い
で
、
密
封
し
た
ガ
ラ
ス
瓶
を

一
四
〇
度
に
保
ち
な
が
ら
時
々
振
り
混
ぜ
て
一
時
間
加
熱
す
る
。そ
の
後
、そ
れ
ぞ
れ
の
気
相
一
Y

を
用
い
て
次
の
操
作
条
件
で
ガ
ス
ク
ロ
マ
ト
グ
ラ
フ
イ
ー
を
行
い
、
得
ら
れ
た
ガ
ス
ク
ロ
マ
ト
グ

ラ
ム
か
ら
ス
チ
レ
ン
、
ト
ル
エ
ン
、
エ
チ
ル
ベ
ン
ゼ
ン
、
イ
ソ
プ
ロ
ピ
ル
ベ
ン
ゼ
ン
及
び
プ
ロ
ピ

ル
ベ
ン
ゼ
ン
の
各
ピ
ー
ク
面
積
と
ト
リ
メ
チ
ル
ベ
ン
ゼ
ン
の
ピ
ー
ク
面
積
と
の
比
を
求
め
、
そ
れ

ぞ
れ
の
検
量
線
を
作
成
す
る
。

操
作
条
件

カ
ラ
ム

内
径
〇
・
二
五
¤

、
長
さ
三
〇
N
の
ケ
イ
酸
ガ
ラ
ス
製
細
管
に
、
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
グ

リ
コ
ー
ル
を
〇
・
五
cm
の
厚
さ
で
コ
ー
テ
イ
ン
グ
し
た
も
の
を
用
い
る
。

カ
ラ
ム
温
度

六
〇
度
で
一
分
間
保
持
し
た
後
、
毎
分
六
度
で
昇
温
し
て
一
五
〇
度
と
し
、
更

に
毎
分
三
〇
度
で
昇
温
し
て
一
八
〇
度
と
す
る
。
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